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緑の流域治水
生命・財産を守る安全・安心の最大化と
環境への影響の最小化のベストミックス
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堆積土砂の撤去など河川の緊急対策

○ 令和２年７月豪雨等により堆積し、特に緊急で撤去が必要な土砂について、令和３年５月末までに
約９３万㎥※（計画値：８５万㎥）の撤去が完了。引き続き、国土強靭化に伴う事業や緊急浚渫推進事
業を活用し、計画的に河川の流下能力を向上させていく。 ※ 球磨川流域市町村及び津奈木町分

○ 堤防や護岸が被災した河川については、本復旧に向け、これまでに約４割の災害復旧工事に着手。

○ 河川情報の充実を図るため、令和３年６月末時点で河川カメラ２基、水位計４基を増設。今後も配置
計画を検討のうえ、増設を実施。

堆積土砂撤去（免田川・あさぎり町）

被災状況

撤去完了

河川カメラ・水位計の増設（万江川・山江村）

水位計新設

カメラ新設（カメラ画像）

災害復旧工事着手（川辺川・相良村）

被災状況

復旧状況
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治山・砂防による山の再生・強化

砂防堰堤応急対策（川内川・球磨村）

急傾斜施設応急対策（塩尾・芦北町）

○砂防堰堤の堆積土砂・流木撤去は、令和３年６月末までに１７箇所中１６箇所で撤去が完了。
残る１箇所も、令和３年１０月に進入路の整備が完了し、堆積土砂等の撤去を実施中。

○砂防施設の復旧は、令和３年９月末までに７箇所が完了し、３３箇所で工事を実施中。
○緊急的な砂防施設の整備は、１７箇所中３箇所で工事を実施中、１４箇所は工事着手に向け準備中。

○その他の砂防施設は、２３箇所全てについて、次年度以降の工事着手に向け準備中。

砂防堰堤応急対策（大坪川・津奈木町）

急傾斜施設応急対策（上村・芦北町）

砂防堰堤の堆積土砂等撤去（牧良川・湯前町）

撤去前

撤去後

5



○危険な山地崩壊箇所における治山施設の整備３８箇所及び被災した治山施設の復旧３箇所について
工事を実施中（９月末時点）。

○治山ダムに堆積した土砂・流木の除去等について１７箇所中、７箇所完了、６箇所で実施中（９月末時
点） 。

○全国に先駆け、出水期前に山地防災パトロールを県内全域で行うとともに、熱海市で発生した土石流
災害を受けて、土砂流出による影響が大きい地区の緊急点検を実施するなど、県民の防災意識の向
上につながるソフト対策を強化。

土砂・流木等の除去復旧に向けた治山工事の推進

防災意識の向上につながるソフト対策の強化

地域住民への周知

出水期前の山地防災パトロールおよび熱海の災害を受けた緊急点検

埋もれた治山ダム

八代市

除去後の治山ダム

相良村

あさぎり町

崩壊の復旧による保全施設の保護

治山ダムによる土砂流出の抑制 点検・パトロール状況
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多様で健全な災害に強い森づくり

森林の有する山地災害防止機能等の発揮に向け森林整備を推進。

○人吉・球磨地域の市町村が中心となり、災害に強い森づくりの一環として復興祈念植樹祭を開催。

○復興祈念植樹祭には、市町村長、緑の少年団、仮設住宅の入居者のほか、ゲストとして市川海老蔵氏も参加し、
広葉樹約３００本を植栽。復興に向けた機運が醸成された。

祈念植樹の状況 祈念植樹の標柱設置 地元の緑の少年団も参加

森林資源のフル活用に向けた取組みの推進

「森林サービス産業」の創出に向け、地域
の企業、団体等と連携した協議会を設立。

間伐の推進（五木村）

整備前

協議会開催状況植栽用苗木の生産（相良村）
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復興祈念植樹祭2021の開催(R3.10.31)



地域と連携した水田貯留機能のフル活用

生産者向け説明会 高校生によるせき板の試作

田んぼダム実証実験の推進

○流域７市町村の水田２９６ｈａ（当初目標２７０ｈａ）で地域と連携し、田んぼダムの効果や作物への
影響を検証するため、実証実験に着手。８月の豪雨時にはスマート田んぼダムによる一斉落水・
貯留を実施し、貯留効果を確認するなど取組みを推進。

○「田んぼダム効果等検証委員会」で効果や課題を検証しながら、更なる普及・拡大に取り組む。

地域と連携した田んぼダムの取組みによる緑の流域治水

地域と連携した取組みの推進

スマート田んぼダムの取組み
田んぼダムによる貯留状況

田んぼダム効果等検証委員会況（第2回10月）

せき板の設置式典

せき板設置による貯留

地
域
と
連
携

実
証
実
験

効
果
検
証

貯留効果大
（流出量が小さい）

田んぼダム実施

貯留効果が小
（流出量が大きい）

田んぼダム未実施
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“生命・財産を守る”ソフト対策の強化

戸別受信機等の設置

想定最大規模（L2）に対応したハザードマップの作成（国管理及び県水位周知河川）

球磨川浸水想定マップ（人吉市） 防災マップ（山江村）

戸別受信機

IP告知端末

防災ラジオ
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○戸別受信機等を全世帯または希望世帯に設置済
【八代市、芦北町、津奈木町、錦町、あさぎり町、
多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、
山江村、球磨村】

※八代市は、一斉に情報配信するシステムの運用を開始済

○防災ラジオ（戸別受信機）をR3年度中に全世帯に
配布（罹災世帯等3,600世帯には配布済）【人吉市】

○L2対応ハザードマップを作成・周知済（※）
【八代市、芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、
湯前町、山江村、水上村、球磨村】
※冊子の配布又はWEBによる周知

○L2浸水想定区域図を配布済（R3年度中にL2対応
ハザードマップの作成・配布）
【人吉市、津奈木町、相良村】



マイタイムラインの普及

要支援者個別避難計画・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成

○避難行動要支援者個別避難計画
・避難行動要支援者のうち名簿情報提供同意者の個別避難計画作成率 １００％ 【１３市町村】
・県と市町村が連携した、個別避難計画に基づく訓練を実施。【人吉市（5/30）、球磨村（5/16）】

○要配慮者利用施設の避難確保計画
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成率 １００％ 【９市町村】
（錦町、湯前町、五木村、水上村は対象施設なし）
・要配慮者利用施設による避難訓練実施に向けた研修会を開催。【173施設参加】 避難訓練の様子（人吉市）

10

○一人ひとりの避難行動を時系列にまとめた防災行動計画 「マイタイムライン」ガイドブックを県ホームページに掲載し、また、概要版
を全世帯に配布。マイタイムラインシートを手軽に作成できる専用WEBサイトも開設（9/1～）。

○「マイタイムライン」を活用した住民参加型訓練を実施。
【球磨村（5/16）、多良木町（5/23,8/29）、人吉市（5/30,10/17）、芦北町（6/6）、相良村（6/20,10/24）、山江村（7/1）、八代市（10/30）】

マイタイムライン作成の様子（多良木町） 避難訓練の様子（多良木町） マイタイムラインガイドブック マイタイムラインガイドブック概要版

水災補償を付帯した火災保険の加入促進

○水災補償を付帯した火災保険の加入促進のため、保険料の一部を補助する制度を創設。【球磨村】


